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栗原市は

～移住・定住支援メニューのご紹介～

栗原市では、住まいや仕事（創業・就農）に加え、⼦育て環境から地域コ
ミュニティ（交流）に⾄るまで、様々な⽀援制度を設けています。
今号では、主な⽀援メニューをご紹介します。
⾃分に合ったライフスタイルの実現に向けて、ぜひ本市の⽀援制度をご活⽤
ください。

成約実績２２件！！
物件探しは『空き家バンク』が便利！！

完全移住でも⼆地域居住でも、まずは住まいを⾒つけなければ始まらない。
しかも、せっかく地⽅に住居を構えるならアパートではなくて⼀軒家！
そんな⽅におススメするのが、栗原市が開設している「空き家バンク」です。
ホームページで登録物件を公開しているほか、利⽤者登録の⼿続きを済ませ

てもらえれば、より詳しい情報を定期的に提供しているほか、気になる物件が
⾒つかった場合は、内⾒などのご案内も可能です。
開設以降、バンクを利⽤して空き家の購⼊・賃貸の成約件数は22件！このう

ち11件は2017年度内に成約しています。（2018年2⽉末時点）

『空き家+農地』の取得をサポートします！

市ではお試し移住体験住宅を２棟整備しています。3〜10⽇間の利⽤が可能
で、利⽤料は無料です。
この２年間で延べ23組の⽅が利⽤し、地⽅の暮らしぶりや栗原の⾷⽂化、

栗原で暮らす⽅々と触れ合い、交流は今も続いています。

あなたのライフスタイルを応援します。

空き家バンク№53
週末
居住

⼆地域
居住

まずは
お試し!! etc...

■建築年:昭和44年 ■駐⾞スペース:有（3台）
■建物の概要:⽊造平屋（居間9畳、台所9畳、和室5室、⾵呂、

トイレ（洋式）
■設備状況:電気、井⼾（※上⽔道引込み可）、汲取り
■特徴:東北新幹線くりこま⾼原駅まで約13㎞、東北⾃動⾞道

築館ＩＣまで約6㎞にあり、アクセス良好。
コンビニ・スーパーも約6㎞圏内にあり。

賃貸 30,000〜33,000円/⽉額 ６DK
所在地 栗原市⼀迫柳⽬ ⼟地 411坪 延床 40坪

菜園あり住まい
成約実績
22件!!

空き家物件と農地を併せて取得したい！但し、農地法に係る下
限⾯積（50a以上）がネックで取得できない…。
そんな⽅をサポートするため、2018年4⽉からは、空き家バン

ク登録物件に付属する農地に限り下限⾯積を0.1aに緩和し、ニー
ズにお応えします。
（※但し、申請時に市農業委員会にて要件確認を⾏います。）

『ＤＩＹ』を楽しもう！～物件のリフォームをサポートします！

初めから完璧な空き家はありません。でも、だからこそ空き家
を⾃分の思うようにリノベーションできる楽しさがあります。
市では空き家バンクを利⽤して、空き家を購⼊または3年以上

借りる転⼊者に対して、リフォーム⼯事費を助成します。
【助成額】対象経費の1/2の額（上限額:40万円）

アクセスが良好だからこそできる！！
仙台圏への遠距離通勤もサポートします！

市内には東北新幹線くりこま⾼原駅や、⾼速道路のインターチェンジが２か
所あり、仙台圏をはじめ、都市部へのアクセスが良好です。このため、市内か
ら新幹線を利⽤して仙台に通勤されている⽅も⾮常に多い地域です。
市では、若者世代（40歳以下）の⽅が、市内から仙台圏等への遠距離通勤

する場合、通勤費を⽀援しています。
【対象者】40歳以下の新規学卒者または転⼊者の⽅で、市外勤務地まで⽚道

50㎞以上の遠距離通勤されている⽅
【助成額】通勤⼿段（⾃家⽤⾞・⾼速バス・鉄道）ごとの基準額から⼿当を

差引いた1/2の額を最⻑2年間助成（上限額:⽉額１万円）

しごと

まずはお試し！！
地方暮らしの 『交流・移住体験』プログラム

体 験
利⽤実績
23組!!

コミュニティ 新たな『ふるさと』づくりを温かくサポート！！
先輩移住者とつながる場 『移住者交流会』

市内には⾸都圏等から移住された多くの先輩移住者が暮らしています。そん
な先輩移住者と移住希望者の皆さんとの交流会を定期的に開催しています。
出会いをきっかけに、ゆるやかなつながりが⽣まれ、志縁のネットワークが

創られています。
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栗原市 移住☆定住⽀援メニュー ラインナップ!!
住まい

▽対象
①40歳以下の⽅が市内に転⼊し、１年以内に住宅を新築・購⼊
増改築した場合

②40歳以下の⽅が、多世代（三世代以上）⽤に住宅を新築・購
⼊・増改築した場合

▽毎年末の借⼊⾦残⾼の５％相当額（上限20万円）を最⻑５年間
助成

▽住宅⾦融⽀援機構との相互協⼒協定により、「フラット35」の
借⼊⾦利が当初5年間、年0.25％引き下げられます

若者定住促進助成事業

▽婚姻から１年以内の新婚世帯が、市内の
⺠間賃貸住宅に⼊居した場合に家賃助成

▽実質家賃から3万円を差し引いた額
（上限1万円/⽉額）を最⻑2年間助成

新婚⽣活応援家賃助成事業

空き家バンク制度（ホームサーチ事業）
▽空き家登録
売買または賃貸を希望する所有者からの申込みにより、空き家
を登録

▽利⽤者登録
居住する空き家を探している⽅に空き家情報を提供

空き家ﾘﾌｫｰﾑ助成事業
▽空き家バンクを利⽤して、登録している空き家を購⼊または

３年以上借りる⽅に、リフォーム⼯事費を助成
▽対象経費の1/2（上限40万円）を助成

▽バリアフリー化・省エネ化などを含むリフォーム⼯事費の５％
を助成

▽市内業者が施⼯した場合は15％を助成（上限30万円）
▽トイレの⽔洗化を併せて⾏った場合は、更に10万円を加算

住環境リフォーム助成事業

▽40歳以下の新規学卒者・転⼊者の⽅が、遠距離通勤（⽚道50㎞
以上）する場合、通勤に要する経費に対して助成

▽通勤費基準額から⼿当を差引いた1/2の額を最⻑2年間助成
（上限：⽉額1万円）

遠距離通勤⽀援事業

省エネルギー機器導⼊⽀援事業
▽個⼈住宅に省エネルギー機器を新規に設置する場合、その設置
経費を助成

▽設置経費の1/2（上限8万円）を助成

▽若い家族の新しい⽣活を応援するため、市有地を宅地造成し、
特別価格で販売する宅地分譲事業を実施

住まいる栗原シェアリングタウン事業

マイホーム取得⽀援助成事業
▽シェアリングタウン事業で宅地分譲地を購⼊し、住宅を建築し
た⽅に、固定資産税納付相当額を最⻑５年間助成

拡
官民連携

⼦育て
▽0歳〜18歳までの児童等が、県内の医
療機関で受診した場合、医療費の窓⼝
⽀払いが不要

▽保護者の所得に関わらず、助成を受け
ることが可能

⼦育て応援医療費助成事業

すこやか⼦育て⽀援⾦
▽お⼦さんが⽣まれた際、祝⾦を⽀給

第1⼦・第2⼦…2万円、第3⼦…5万円
第4⼦…10万円、第5⼦以降…20万円

出生
祝金

入学
祝金

▽お⼦さんが⼩学校に⼊学された際、祝⾦を⽀給
第3⼦以降…10万円

▽保育所・幼稚園に2⼈以上同時に⼊所した場合、2⼈⽬以降の
保育料・授業料が無料

保育所・幼稚園2⼈⽬以降保育料・授業料無料化

▽満1歳未満の乳児の保護者に対して、育児⽤品の⽀給券（栗原
市⾚ちゃん⽤品⽀給券）を交付

▽交付限度額：乳児ひとりにつき、36千円
（※1枚3千円の⽀給券を最⼤12枚交付）

スマイル⼦育てサポート券交付事業

新

▽仕事などのために、お⼦さんが帰宅しても保育ができない場
合、幼稚園で預かり保育や⼀時預かり保育を実施

▽保護者の就労や病気などにより、適切な保護・教育を受ける
ことができない児童（⼩1〜6年⽣）に対して、学校や公⺠館
を利⽤して、家庭に代わる⽣活の場を提供

幼稚園預かり保育事業

放課後児童クラブ事業

▽結婚から妊娠・出産・⼦育てに⾄るまで、
市の⽀援制度や取組みに関する情報を発信
しています。

▽市内に暮らす⼦育て中のパパ・ママのイン
タビュー動画も視聴できます。
「ビッくりはら 栗原市」で今すぐ検索！

▽スマートフォンやタブレット端末から、⺟⼦健康⼿帳の記録
や市の各種⽀援制度・⼿続き⽅法などの情報が取得できます。

⼦育て⽀援アプリ『スマイル栗なび！』配信

拡

新

：2017年10⽉以降の新規メニュー新 ：2017年10⽉以降の拡充メニュー拡

⼦育て⽀援特設サイト『ビッくりはら！』

▽⾚ちゃんとお⺟さんの安全と健康のため、妊婦健診の助成や
新⽣児訪問、乳幼児健診、⼦育て相談など、きめ細かな⽀援
を⾏っています。

妊婦・乳幼児の健康診査・育児相談
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教 育
▽宮城教育⼤学との連携による「学府くり
はら塾」の開催、学び⽀援コーディネー
ターの配置など

▽⼩中学校の全学年での学⼒調査の実施な
どによる学⼒向上への取組み

学府くりはら「学⼒向上推進事業」

▽市内の全⼩学校に外国語指導助⼿を配置
▽⼩学３〜６年⽣に対して英語でのコミュニケーション能⼒向上
の取組み

「国際⽥園都市」づくり英語教育導⼊事業

補助教員の配置事業 少⼈数学級推進事業

⼩学校⼊学⽀援事業 ⼩中学校ICT環境推進事業

▽新規に農業経営や技術を習得するため、
農業経営体等の研修を受ける⽅で研修
後、市内に就農する⽅に、研修費⽤を
助成

くりはらの担い⼿育成事業

▽商店街などの空き店舗を活⽤し出店する中⼩企業者に対して、
賃借料・新規出店に係る改装費の助成

▽賃借料…補助率1/2（上限4万円/⽉）を3年間助成
改装費…補助率1/2（上限50万円）を助成（出店時のみ）

チャレンジショップキーパー⽀援事業

▽地域資源を活かした6次産業化に取組む⽅に対して、補助対象
経費の1/2を助成

▽販売促進事業・流通宣伝⽀援事業（ともに上限100万円）
施設等整備事業（上限500万円）

６次産業化推進事業

▽市内に事業所等を設置し、創業される⽅に対して、事業所の
賃借料や改修費⽤、ノウハウ取得のための研修参加費を助成

ニュービジネスチャレンジ等⽀援事業

▽創業者及び創業希望者の各段階に応じた⽀援制度の紹介など、
創業に係るワンストップ窓⼝を設置

創業⽀援相談窓⼝の設置

▽ＵＩＪターンをして創業する⽅に対して、スタートアップ資⾦
を⽀援

▽補助対象経費（従業員の⼈件費、賃料、商品開発経費、営業活
動費等）の1/2を助成（年額100万円×2年間を上限）
※事業計画の認定が必要となります。

スタートアップ加速化⽀援事業

▽資⾦使途：運転資⾦及び設備資⾦
▽貸付限度額：2,500万円
▽貸付期間：10年以内（据置：2年以内）
▽利率：1.65％（※2017年4⽉1⽇現在）

創業育成資⾦（中⼩企業産業振興資⾦）

▽市内に移住された「先輩移住者」や、
移住を検討されている⽅の交流の場
として定期的に開催

▽ゆるやかなつながりの中から、志縁
のコミュニティが創られています。

移住者交流会

▽⽥舎暮らしを気軽に体験できる住宅を2棟整備
（1回あたり3〜10⽇間の利⽤で、利⽤料は無料）

▽滞在中のプランをオーダーメイド⽅式でサポートします。

移住⽣活体験事業

▽移住定住⽀援員を配置し、⾸都圏での
移住フェア等において、移住希望者の
皆さんにきめ細かな相談対応を⾏って
います。

移住フェア・移住相談会

▽最⼤約半年間、家賃無料で移住⽣活
をゆるく⾃由に体験

▽栗原というまちの暮らしや空気感、
コミュニティに触れる機会を提供

ゆるくておもしろい？移住プロジェクト

産 業

宮城県事業

宮城県事業

交 流

取組みへの評価及び成果

全国

※内訳は、累計値における実人数であるため、支援制度を重複して活用して

いる方は、いずれかにカウントしています。

2018「住みたい⽥舎」
ベストランキング

移住者の実績

85組 239⼈
（※2013年からの累計値）

17位

⽥舎暮らしの本（宝島社）

総合部門

栗原市 〔前回:2017年〕
28位

東北 総合部門

２位栗原市
〔前回:2017年〕

３位

※市の制度等を活⽤した移住者数

Ｈ29.12⽉末現在

20組 52⼈うち29年度実績

移住相談事業 12組 28人

地域おこし協力隊 13組 14人

空き家バンク事業 6組 14人

空き家活用移住体験事業 2組 5人

新婚生活応援家賃助成事業 13組 40人

マイホーム取得支援助成事業 2組 8人

支援制度区分 組数 人数

若者定住促進助成事業 37組 130人
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宮城県栗原市 企画部 定住戦略室
TEL 0228-22-1125
Email teijyusokushin@kuriharacity.jp

発 ⾏ 元
問い合わせ先

私たち、栗原移住定住チームが
ご相談に対応します！！

地⽅への移住を考えている⽅が思い描く新たな⽣活が、より豊かなも
のになるように。相談会での出会いをきっかけに、継続的に相談対
応・各種情報提供させていただきます。
また、今号でご紹介した各種⽀援制度の詳細や、お試し移住体験滞在
中のアテンドのご要望など、お気軽にご相談ください。

来てみらいん。栗原

しごと 『地域おこし協力隊』募集！！

くりこま

地域おこし
協力隊
募集！

はなやま

地域おこし
協力隊
募集！

店主の⾼齢化、後継者不⾜などにより、増え続ける空き店舗…。
そんな現状を打開し、昔のような活気あふれる商店街の再⽣に向けたプロジェク
トが今、始まっています。
六⽇町通り商店街では、商店会の仲間たちとともにこのプロジェクトを進める⼈
財＝シャッターを開ける⼈！（地域おこし協⼒隊）を募集しています！

【活動内容】
1.商店街の空き店舗の調査・分析、利活⽤も含め、商店街に⼈を集め、賑わいを
創出する活動

2.地域⾏事、伝統⾏事の運営・協⼒ 3.出店・移住希望者の誘致活動・相談
4.商店街限定商品の企画提案・開発 5.⾃らが3年後を⽬安とした起業・就業・

継業を⽬指した活動
【任⽤期間】

2018年7⽉１⽇（委嘱）〜2019年３⽉３１⽇（委嘱の⽇から最⻑3年を限度とし延⻑可）

【応募資格要件】
1.年齢:20歳〜60歳未満の⽅で、性別は問
いません。

2.⼼⾝ともに健康で、誠実に活動できる⽅
3.三⼤都市圏・地⽅都市等に在住の⽅
4.採⽤後、栗原市栗駒地区に住⺠票を移し、
定住して六⽇町通り商店街で起業・継業
する意思のある⽅

5.普通⾃動⾞運転免許を取得している⽅
6.PCの⼀般的な操作ができる⽅

▽『六日町通り商店街シャッターを開ける人』

【活動時間】
⽉曜⽇〜⾦曜⽇までの週5⽇
（午前8時30分〜午後5時15分）
※夜間・⼟曜⽇・⽇曜⽇、祝祭⽇に活動する
場合は、活動時間の振替で調整します。

【その他の待遇等】
1.栗原市職員の例により住居にかかる費
⽤を補助（上限27,000円）

2.活動に使⽤する⾞両は栗原市が貸与
3.活動に関連する出張や研修等への参加
に伴う旅費は栗原市より⽀給

【報償額】⽉額:190,000 円
※栗原市との雇⽤関係はありません。
※国⺠健康保険・国⺠年⾦は各⾃で加⼊してい
ただきます。

応募期限

4⽉27⽇

▽花山地区『小さな拠点推進プロジェクト』推進業務

⼈⼝約1,000⼈の花⼭地区。⾼齢化率は50％に達する⼨前のいわゆる過疎地域です。
地域に若者が減り、⾼齢の⼀⼈暮らし世帯の増加、通院・買い物等の⾜の確保など、
住み慣れた地域で暮らし続けることへの不安を持つお年寄りが増えてきました。
豊かな⾃然と共存する中で、育まれてきた⽂化や⾵⼟を次代の⼦どもたちにつない
でいきたい。そんな地域の「想い」が、地域課題の解決に向けた地域主体によるプ
ロジェクトというカタチに変わり、動き出しました。

応募期限

4⽉27⽇

【活動内容】
1.地域課題（交通弱者・買い物困難者対策等）への取組み⽀援
2.地域⾏事、伝統⾏事の運営・協⼒ 3.関係⼈⼝増加に向けた企画⽴案・実践
4.６次産業化に向けた商品の企画・施策等 5.移住希望者の相談・滞在中のサポート

【任⽤期間】
2018年7⽉１⽇（委嘱）〜2019年３⽉３１⽇（委嘱の⽇から最⻑3年を限度とし延⻑可）

【応募資格要件】
1.年齢:20歳〜概ね40歳の⽅で、性別は問
いません。

2.⼼⾝ともに健康で、誠実に活動できる⽅
3.三⼤都市圏・地⽅都市等に在住の⽅
4.採⽤後、栗原市花⼭地区に住⺠票を移し、
将来、定住する意思のある⽅

5.普通⾃動⾞運転免許を取得している⽅
6.PCの⼀般的な操作ができる⽅

【活動時間】
⽉曜⽇〜⾦曜⽇までの週5⽇
（午前8時30分〜午後5時15分）
※夜間・⼟曜⽇・⽇曜⽇、祝祭⽇に活動する
場合は、活動時間の振替で調整します。

【その他の待遇等】
1.栗原市職員の例により住居にかかる費
⽤を補助（上限27,000円）

2.活動に使⽤する⾞両は栗原市が貸与
3.活動に関連する出張や研修等への参加
に伴う旅費は栗原市より⽀給

【報償額】⽉額:190,000 円
※栗原市との雇⽤関係はありません。
※国⺠健康保険・国⺠年⾦は各⾃で加⼊してい
ただきます。

【共通事項】申込み⽅法に関しては、栗原市ホーム
ページをご覧の上、お気軽にご相談ください。

相談対応


